
薬事日報　薬学生新聞

医
学
ア
カ
デ
ミ
ー

薬
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

小林 あつみ
生物科目責任者

林 美樹子
化学科目責任者

茂木 雄輔
物理科目責任者

横井 宏哉
薬剤科目責任者

猪又 雄太
薬理科目責任者

大内 邦弘
衛生科目責任者

坂口 努
実務科目責任者

尾島 良太
法規･制度･倫理

 科目責任者

後藤 健太
病態･薬物治療

科目責任者

↑

第106回薬剤師国家試験
直前最終チェックポイント！
　第106回薬剤師国家試験（以下、国試）は、２月20日（土）、21日（日）に実施されます。
106回国試からは改訂コアカリキュラムで学修した薬学生が受験する「新出題基準対応の
国試」になります。
　また、「薬剤師国家試験の在り方に関する基本方針」では、合格基準について「当面の間、
全問題への配点の65%以上であって他の基準を満たしている場合は合格となるよう設定す
る」としていましたが、106回国試からは、この基準を適用しないことが発表されたため、
改めて、合格基準が「相対基準」になりました。
　求められる薬剤師像に沿って変化している国試に合格するため、106回国試に向けた「最
終チェックポイント」を、薬学ゼミナールの全９領域の科目責任者が「科目ごとの国試対
策」を紹介します。

【合格基準】※発表：2018年８月31日付

　以下のすべてを満たすことを合格基準とする。なお、禁忌肢の選択状況を加
味する。
　①問題の難易を補正して得た総得点について、平均点と標準偏差を用いた相
対基準により設定した得点以上であること。
　②必須問題について、全問題への配点の70％以上で、かつ、構成する各科
目の得点がそれぞれの配点の30％以上であること。

【禁忌肢】※発表：2016年２月４日薬剤師国家試験制度改善検討部会

　薬ゼミの統一模擬試験を使用した分析結果によると「禁忌肢を選択しないた
め」には、①時間配分をしっかり行って、余裕を持って問題を読むこと②「１
つ選べ」が続いた後の「２つ選べ」などでマークミスをしないこと③「適切で
ないのはどれか。」などの否定形のリード文で選択ミスをしないこと等が重要
です。

　物理

　近年の物理の傾向として、各範囲から満遍なく、基本的な内容の問題、グラ
フ・図・表などを用いてその場で考える問題、計算問題などが幅広く出題され
ています。他科目と比較し、総合正答率が低い傾向が続いていますが、その中
でも正答率の高い問題を取りこぼさないようにするためには、①既出問題を解
く際に登場する専門用語の意味を調べて理解し、説明できるレベルになる②「グ
ラフ・図・表」に関して、どんな現象を表しているのかを考える③計算問題に
関して、「公式」がどんな時に使えるのか、確認しておくことをお勧めします。
　出題頻度の高い範囲は、物理化学では「熱力学、反応速度論、分子間相互作
用、酸・塩基」、分析化学では「クロマトグラフィー、分光分析、画像診断」
です。

　化学
　化学は基礎的な内容に加え、考える力を必要とする問題の出題が予想されま

※実践問題は、「実務」20問、およびそれぞれの科目
と「実務」とを関連させた複合問題130問からなる

　薬剤師には、医療人としての高い倫理観と使命感が求められることにか
んがみ、薬剤師として選択すべきでない選択肢(いわゆる「禁忌肢」）を含
む問題について、導入することとする。禁忌肢の導入にあたっては、公衆
衛生に甚大な被害を及ぼすような内容、倫理的に誤った内容、患者に対し
て重大な障害を与える危険性のある内容、法律に抵触する内容等、誤った
知識を持った受験者を識別するという観点から作問することとする。
　ただし、偶発的な要素で不合格とならないよう出題数や問題の質に配慮
する必要がある。
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